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ブラスパンドの応援に憧れる小野つばさは、吹奏楽部の名門・白剤高校 l<:入学する 。 だが、トランベット初心者のつばさ。

レベルの高い猛練習についていけず、何度も挫折 Lそうになる。そんなっぽさを勇気づけてくれたのが、クラスメートで野球

部員の山田大介。お互い夢 tと向かつて励ま L 合うふたりは、ある「約束」をかわす。 ぞれは、いつか甲子園 l<: 大介が出場 L 、

アルプススタンドでっぽさがトランペットで応援するとと。いつの聞にかっぽさには、大介へのほのかな想いが芽生えていた。

l 年生の夏、地区予選の決勝まで勝ち進んだ野球部を、吹奏楽部が応援するととは。と ζろが途中出場 L た大介のミスで

借 1 くも敗退。グラウンドで立ち尽くす大介のために、っぽさは一人でトランベットを吹いて 1 まう。謹慎処分となったっぽさを

心配 1て訪ねて来た大介。ふくらむ気持ちを抑えきれずに、っぽさは大介 lと「好き、って言ったら困る? j と告白 Lて L まう。

-・・・ っぽさと大介の恋の行方は ?+lて、ふたりの夢のたどりつく先は?

壁 lとぶつかっても、大切な仲間たちと支えあい、一心不乱 lと前 lと進む。

大好きなあの人 lときっとエールを送りたくなる

ひたむきな「青春 J ストーリ ーが夏の空 lζ 鳴り響く一。

きこえる夏が8.20 


